
第２回和歌山県ジュニアバスケットボール選手権大会要項 

１．趣  旨    和歌山県内の中学生を対象に、部活動以外にバスケットボールを行う機会を与える。また、中学

３年生が出場できる大会を開催することで、部活動引退後の競技経験のブランクを少なくする。さ

らに、県内バスケットボールの普及および強化につなげる。 

２．主催・主管  和歌山県中学生バスケットボール連盟 

３．開 催 日   平成２６年１１月２３日（日）・２４日（月）←２２日（土）から変更になりました。 

４．会  場   湯浅スポーツセンター・広川町民体育館・湯浅町民体育館 

５．出場資格   ・チームのメンバーは、日本バスケットボール協会に競技者登録し、和歌山県内の中学校に在籍し

ている生徒であること（中学３年生の出場可）。ただし、１名につき出場できるのは１チームの

みとする。 

・中学１、２年生については、日本協会登録の新チームのメンバーでチームが出場する場合は、そ

の所属チームでの出場を第一優先とすること。また、日本協会登録以外のチームで出場する場合

は、日本協会登録のチーム（学校）の代表者（顧問）より“参加承諾書”をとっておくこと。 

         ・監督・コーチ・Aコーチ・マネージャー（以下、スタッフ）については、チームの中で最低１名

は、JBA公認D級コーチ以上のライセンスを有すること（受講中も可）。スタッフの複数チーム

の兼任は、できるだけしないようにする。 

・審判員として、日本公認もしくは和歌山県公認の審判員を帯同できること。 

・原則として、チームは継続的に活動していること。 

６．ﾍﾞﾝﾁｴﾝﾄﾘｰ   スタッフ４名、選手１５名とする。 

         ※ 登録選手は無制限とする。また、ゲームごとにエントリーの変更をしてもよい。 

７．競技方法   リーグ戦及びトーナメント戦で行う。 

         組合せは、各チームの状況を見ながら、事務局により責任抽選を行う。 

８．競技規則   ・ 現行の公益財団法人日本バスケットボール競技規則に準ずる。 

         ・ ユニフォームの代わりにゼッケンの使用を認めるが、番号は０（００）～９９番までとし、で

きれば２色は用意すること。 

         ・ ベンチは日程表の左側のチームがＴＯ席に向かって右側とし、ユニフォームは淡色とする。（ゼ

ッケン使用のチームは対戦相手と重ならない色を着用する） 

・ リーグ戦での順位の決め方は、２勝を上げたチームを１位とするが、１勝１敗の同率となった

場合は得失点差とする。得失点差でも決定できない場合は総得点の多いチームを上位とする。総

得点でも決定できない場合は抽選で最終順位を決定する。 

９．表  彰   チーム：優勝・準優勝・３位（４位） 

10．参 加 料   ８，０００円 

11．申し込み   提出書類･･･参加申込書 

         提出方法･･･郵送、FAX、E-mail（アドレスについてはお問い合わせください）のいずれか。 

提 出 先･･･海南市立第三中学校  尾上 隆哉 宛 

       所在地：〒642-0033 海南市鳥居15-3 

       TEL：073-482-0563   FAX：073-482-1906 

提出期限･･･平成２６年９月３０日（火） 

12．そ の 他   ・ 本大会は、学校教育活動外の活動であり、けがや疾病については、一切の責任を負いませんの

で、各チームで必ず傷害保険等に加入しておいてください。 

         ・ 選手の登録は、参加申込後、１０月３１日（金）までにメールにて事務局まで送付してくださ

い。また、ベンチエントリーは、試合前にメンバー表をＴＯ席に提出してください。 

         ・ 本大会の開会式は行いません。閉会式は２日目の全試合終了後に行いますので、上位４チーム

は必ず参加するようお願いします。（その他のチームも参加して頂ければありがたいです） 

         ・ 交流戦がある場合は、参加チームで協議の上、自主運営で行ってください。 

 ・ 各会場の利用時間を守り、時間前の入場はご遠慮ください。また、最終試合終了後は速やかに

退場願います。 

         ・ 会場使用のマナーを守ってください。（ゴミの持ち帰り、トイレの使用、上靴下靴の区別、体育

館外でのボールの使用 等） 

         ・ 駐車スペースに限りのある会場もありますので、応援や引率に自家用車を利用して来場する際、

できるだけ乗り合わせるようよろしくお願いします。 


